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会場

MATCHING in Hamamatsu
SAN / GAKU / KAN

産学官マッチング会
in 浜松
静岡ＴＴＯは県内外の大学の研究成果を
地域企業の皆様にご活用いただくために、
「産学官マッチング会in浜松」を
下記の通り開催いたします。
本会は、地域のご要望に合わせた研究成果を
ご紹介することによりその活用を促進し、
地域産業の活性化に寄与するものです。
研究者との交流・情報交換の時間もございます。
また、研究者との面談のための
個別相談ルームもご用意しております。
皆様のご参加をお待ちしております。

プログラムの詳細、参加申込については裏面をご覧ください。

主　　催 静岡TTO / 東海iNET / 静岡県

ACCESS

後　　援 しずおか信用金庫 / 静清信用金庫 / 浜松信用金庫 / 沼津信用金庫、
三島信用金庫 / 富士宮信用金庫 / 島田信用金庫 / 磐田信用金庫、
焼津信用金庫 / 掛川信用金庫 / 富士信用金庫 / 遠州信用金庫　（金融機関コード番号順）

協力機関 静岡県工業技術研究所 / 豊橋技術科学大学 / 静岡大学 / とよはしＴＬＯ

産

学

官
産

学

官
Best 

Matching

N2月20日［金］13:00～2015年開催
日時

開催
場所

〒430-7790　静岡県浜松市中区板屋町111-1

アクトシティ浜松
コングレスセンター　５階会議室

参 加 無 料



産学官マッチング会 in 浜松
 in HamamatsuSAN / GAKU / KAN  MATCHING

発表者名時　間 発表題名 概　　要

開会挨拶　静岡県挨拶

閉会
ポスター・名刺交換・交流タイム

静岡県工業技術研究所
浜松工業技術支援センター
材料科
上席研究員　長津 義之

静岡大学大学院
工学研究科機械工学専攻
准教授　島村 佳伸

豊橋技術科学大学
機械工学系　
助教　山田 基宏

コールドスプレー法による
機能性材料の高速成膜

ウルトラハイテンの曲げ及び
その解析

高強度材料の
超高サイクル疲労特性評価への
超音波疲労試験法の応用

株式会社ウィル 代表取締役　奥山 睦 氏
産学官連携講演会「下町ボブスレーの挑戦ーーその課題と展望」

13:00～13:05

13:05～13:50

13：50～14:35　

14:45～15:10

15:10～15:35

15：35～16：00

16:00～16:30

16：30

電話番号事業所名

所在地

参加者名

参加者名

参加者名

役職

送り先： match2014@cjr.shizuoka.ac.jp

この用紙に必要事項を記入しお送りください。
送り先： 053－478－1711（静岡大学イノベーション社会連携推進機構）

E-mail

FAX

申込締切
2月18日㈬

産学官マッチング会 in 浜松　参加申込書（2月20日開催）

E-mail

役職 E-mail

役職 E-mail

静岡技術移転合同会社（静岡TTO） TEL： 053－415－9109 FAX： 053－415－9109
静岡大学 イノベーション社会連携推進機構 TEL： 053－478－1706 FAX： 053－478－1711お問合せ

FAX：053－478－1711　

PROGRAM

大田区の町工場からはじまった「下町ボブスレーネットワークプロジェクト」。3年半に及ぶ活動は、製造業のみならず業種の垣根を
越え、地域全体の取り組みへと広がっていった。何が変化し、何を目指し、何が課題としてあるのか。その軌跡から紐解いていく。

山形大学国際事業化研究センター 研究企画部門 コーディネーター　松崎 辰夫 氏
産学官連携講演会「山形大学の自慢できる産学連携事例の紹介」
山形大学では国際事業化研究センターが中心となり、全学部を対象に産学連携を行っている。当センターの「顧客」は「研究者」と
「地域企業」であるという考えのもと様々な活動をしている。そのなかでも特長的な代表事例を３つほど紹介する。

コールドスプレー法は原料粉末を非溶融で積層するプロ
セスであり、原材料の特性を維持した皮膜を大気中で高
速形成が可能である。コールドスプ レー法による純金属
皮膜および従来では困難とされてきたセラミックス材料
である光触媒酸化チタン成膜技術について紹介する。

ウルトラハイテンを含む各ハイテン材の物性パラ
メータ収集を行い、V曲げ等の加工とその数値解析
を実施した。加えて、プレス成形時の下死点変動を
考慮した場合や、材料モデルとして吉田・上森モデ
ルを用いた解析結果について報告する。

本研究室では、超音波疲労試験法を応用した各種高強度
材料の超高サイクル疲労特性の評価を実施している。発表
会では、超音波疲労試験技術を簡単に紹介するとともに、
その応用例として、浸炭鋼の平滑材とフレッチング部材の
超高サイクル疲労特性の評価事例について紹介する。

※各研究発表終了後、個別相談（15分程度ずつ）を実施します。場所と時間の都合でお受けできなかった方は、後日あらためて対応させていただきます。
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